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☆教育目標☆ 共に学び、自ら考え、主体的に行動する生徒の育成（文責： 校長 久保 俊明）

※ホームページではカラー版がご覧いただけます。 アドレス http://www.jhs.nanmoku.ne.jp/

☆☆ L e t ' s g o ! 今 魅せるとき 我らの南中魂 ☆☆
10月27日(日)に、小池教育長様、村議会議員の

皆様をはじめ、たくさんの御来賓の方々や地域の

方々、保護者の皆様にご来場いただき、南牧中学

校学習発表会が開催されました。今年度前半に取

り組んできた、様々な教科の学習内容や成果を作

品展示や模造紙発表、ステージ発表でご覧いただ

きました。標題に記した今年のテーマのとおり、

13人で力を合わせて準備してきたものを、全て出

13人とは思えない素晴らしい全校合唱 し切った発表会でした。この日のために、生徒会

を中心に各自が仕事を分担して準備を進めてきました。当日までの１ヶ月くらいは、発表の

ための準備や練習で、休み時間や放課後を返上して頑張ってきました。生徒の熱意と真剣な

気持ちが込められた発表は、会場でご観覧いただいた皆様にもしっかり伝わり、感動してい

ただけたと思います。御提出いただいたアンケートにも、お褒めの言葉がたくさん記入され

ていました。頑張ってきた生徒にとって、この励ましと賞賛の言葉が自信となり、次の目標

への活力となります。以下に発表内容を御紹介します。

発表会の前には、体育の授業で練習

してきたダンスをご覧いただきまし

た。思わず身体を動かしたくなるリズ

ムに乗って、子供たちは楽しそうに踊

っていました。最後の曲は、観客にも

１･２年生 ３年生 参加してもらい、盛り上がりました。

各学年の総合的な学習

の発表は、それぞれが考

えたユニークな形式で、

調べたことを分かりやす

く発表してくれました。 １年生の発表 ２年生の発表 ３年生の発表

発表会後の生徒の感想からは、「皆さんに喜んでもらえて良かった｡」「緊張したけど、練

習の成果を発揮して、しっかり発表できた。」など、達成感や成就感が記されていました。

http://www.jhs.nanmoku.ne.jp/


次の国語の部では、少年の主張で村の代表となったＩ・Ｎさんが

「お年寄りと関わり合う」という題名で発表をしてくれました。自

分のおばあさんや身近なお年寄りと、どのように関わっていくべき

かを考え、「あいさつ」や「話を聞く」など、４つのことを提案

してくれました。自分自身の言葉で、実に堂々とした発表でした。

そして、英語の部では英語弁論大会で学校代表となったＩ・Ｈ君

が、「Japanese is Mysterious」と題して、日本語の不可思議さと難

しさをスラスラと発表してくれました。日本語は謎に満ちているが、

それを解決するためにこれから頑張っていき、将来は日本語が

好きになりたいという内容で、最後を締めくくってくれました。

音楽の部では、1･2年生、３年生、全校生徒による合唱が披露され

ました。少ない人数でも全員が精一杯声を出し、丁寧に音程を重ねて

いくことにより、会場いっぱいに美しいハーモニーを響かせてくれま

した。３年生のアカペラも素晴らしかったです。今年も、最後に観客

の皆さんと一緒に「ふるさと」を歌いまし

たが、会場にいた全員で感動を共有できた瞬間でした。このよう

な素晴らしい発表会を開催してくれた生徒たちを誇りに思い、あ

らためて、会場に来てくださった南牧の皆様に感謝いたします。

ありがとうございました。

◇ ◇ 南 牧 村 子 ど も 議 会 ◇ ◇

11月７日(木)に、昨年に引き続き「こども

議会」が開かれました。この日に向けて、１

学期から準備を進めてきた３年生８名は、緊

張しながらも立派に質問や意見を述べること

ができ、議員の皆様や行政の方々からもお褒めの言葉をいただきました。

この体験が、生まれ育った南牧村に対して何か自分たちにもできないかを考えるきっかけ

となり、村への愛情と、日頃から自分たちがお世話になっていることへの感謝の気持ちが育

めたのではないかと思います。貴重な機会をいただけたことに感謝いたします。

△ ▽ 薬 物 乱 用 防 止 教 室 △ ▽ △ ▽ 後 期 生 徒 総 会 △ ▽

11月８日には、下 11月11日に生徒総会が開催され、渡部也磨

田貴美子様（群馬県 人会長を中心とした後期本部役員による生徒

青少年育成推進会議 会活動が本格的にスタートしました。後期の

会長）をお招きし、 生徒会目標は「乗新越（じょうしんえつ）」

薬物乱用防止につい です。（意味は生徒に聞いてください）先輩

て学びました。薬物の影響や実際に薬物乱用 方をお手本として、２

に関わった人の手記をもとに考え、薬物を使 人で力を合わせて南牧

用してしまうことの恐ろしさを実感しまし 中をリードしていって

た。薬物乱用の怖さや、日頃より気を付けな くれることを期待して

ければならないことなどを学べました。 います。


